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山
口
県
企
業
局
職
員
等
旅
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
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規

則

山
口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
八
号

山
口
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
口
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

八
条
第
一
項
の
表
総
務
部
の
部
給
与
厚
生
課
の
項
中
「
旅
費
支
払
班

賃
金
報
酬
班
」
を
「
旅
費

報
酬
班
」
に
改
め
、
同
表
健
康
福
祉
部
の
部
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
局
の
項
中
「
少
子
化
対
策
推
進
班

次
世
代
育
成
支
援
班
」
を
「
少
子
化
対
策
推
進
班
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
健
康
福
祉
部
の
部
こ
ど
も
政
策
課
の
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号

と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
表
農
林
水
産
部
の
部
農
村
整
備
課
の
項
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号

と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。十

四

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
第
一
項
の
表
農
林
水
産
部
の
部
農
村
整
備
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
一
条
第
一
項
の
表
自
動
車
税
課
の
項
第
一
号
中
「
自
動
車
取
得
税
」
を
「
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
県
税
」
を
「
県
税
等
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
自
動
車

税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
表
山
口
県
山
口
防
災
行
政
連
絡
所
の
項
中
「
の
う
ち
平
成
二
十
二
年
一
月
十
五
日
に

お
け
る
山
口
市
の
区
域
」
を
削
り
、
同
表
山
口
県
阿
東
防
災
行
政
連
絡
所
の
項
を
削
り
、
同
表
山
口
県

宇
部
・
山
陽
小
野
田
消
防
組
合
消
防
局
防
災
行
政
連
絡
所
の
項
中

「
宇

部

市

宇

部

市

「
を
」

宇

部

市

宇

部

市

山
陽
小
野
田
市

に
改
め
、

」

同
表
山
口
県
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
防
災
行
政
連
絡
所
の
項
中
「
玖
珂
郡
」
を
「
玖
珂
郡
和
木

町
」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
防
災
行
政
連
絡
所
の
項
中
「
熊
毛
郡
（
上
関

町
及
び
平
生
町
を
除
く
。
）
」
を
「
熊
毛
郡
田
布
施
町
」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
柳
井
地
区
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
防
災
行
政
連
絡
所
の
項
中
「
大
島
郡
」
を
「
大
島
郡
周
防
大
島
町
」
に
、
「
平
生
町
」

を
「
及
び
平
生
町
」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
宇
部
・
山
陽
小
野
田
消
防
組
合
小
野
田
消
防
署
防
災
行
政

連
絡
所
の
項
を
削
る
。

第
百
七
十
八
条
の
表
農
村
整
備
部
の
項
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

九

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
こ
と
。

十

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

「

第
百
八
十
条
の
表
中

事

業

課

建
設
第
一
班

建
設
第
二
班

を
」

「

事
業
第
一
課

事
業
第
二
課

に
改
め
る
。

」

第
百
八
十
一
条
の
表
農
村
整
備
部
の
項
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

九

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
こ
と
。
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十

棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
百
四
十
九
条
の
表
岩
国
土
木
建
築
事
務
所
の
項
及
び
周
南
土
木
建
築
事
務
所
の
項
中
「
工
務
第

三
班
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
九
号

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
五
号
レ
中
「
第
一
種
特
定
製
品
廃
棄
等
実
施
者
」
の
下
に
「
、
特
定
解
体
工

事
元
請
業
者
」
を
加
え
、
「
又
は
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
を
「
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡

回
収
業
者
又
は
第
一
種
特
定
製
品
引
取
等
実
施
者
」
に
改
め
、
「
設
置
す
る
場
所
」
の
下
に
「
、
第
一

種
特
定
製
品
の
引
取
り
等
を
行
う
場
所
、
解
体
工
事
に
係
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
若
し
く
は
解
体

工
事
の
場
所
」
を
加
え
、
同
号
レ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
タ
中
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
引
渡
受
託
者
又

は
」
を
「
特
定
解
体
工
事
元
請
業
者
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
引
渡
受
託
者
、
」
に
改
め
、
「
。
）
」
の
下

に
「
又
は
第
一
種
特
定
製
品
引
取
等
実
施
者
」
を
加
え
、
同
号
タ
を
同
号
レ
と
し
、
同
号
ヨ
中
「
第
四

十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
を
同
号
タ
と
し
、
同
号
カ
中
「
第
四

十
九
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
中
カ
を
ヨ
と
し
、
ワ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

カ

法
第
四
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
特
定
製
品
廃
棄
等
実
施
者
又
は
第
一
種

特
定
製
品
引
取
等
実
施
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
項
第
一
号
中
タ
を
ナ
と
し
、
ヨ
を
ネ
と
し
、
ネ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

レ

法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
市
町
か
ら
の
設
置
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
の
協
議
を
受
け
る
こ
と
。

ソ

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
台
帳
を
作
成
す
る
こ
と
。

ツ

法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
者
に
対

し
、
浄
化
槽
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
項
第
一
号
中
カ
を
タ
と
し
、
ヌ
か
ら
ワ
ま
で
を
ヲ
か
ら
ヨ
ま
で
と
し
、
同
号
リ
中

「
第
十
一
条
の
二
」
を
「
第
十
一
条
の
三
」
に
改
め
、
同
号
中
リ
を
ル
と
し
、
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

リ

法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
管
理
者
か
ら
の
浄
化
槽
の
使
用
の
休
止
の

届
出
を
受
け
る
こ
と
。

ヌ

法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
管
理
者
か
ら
の
浄
化
槽
の
使
用
を
再
開
し

た
旨
又
は
浄
化
槽
の
使
用
が
再
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
つ
た
旨
の
届
出
を
受
け
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ラ

法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
（
環
境
生
活
部
廃
棄

物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
長
と
共
管
）
。

ム

法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
管
理
者
に
対
し
、
特
定
既
存
単
独
処

理
浄
化
槽
に
関
し
、
除
却
そ
の
他
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
と
る
よ

う
助
言
又
は
指
導
を
す
る
こ
と
。

ウ

法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ム
の
助
言
又
は
指
導
を
受
け
た
浄
化
槽
管
理

者
に
対
し
、
除
却
そ
の
他
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
勧

告
す
る
こ
と
。

ヰ

法
附
則
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ウ
の
勧
告
を
受
け
た
浄
化
槽
管
理
者
に
対

し
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

企

業

局

山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
四
号

山
口
県
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
営
企
業
管
理
者

小

松

一

彦

山
口
県
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
年
山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

二
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第
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
主
要
な
職
員
」
の
下
に
「
、
会
計
年
度
任
用
職
員
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
総
務
課
の
部
⚑
の
項
中
「臨

時
的
任
用
職
員

」
を
「会

計
年
度
任
用
職
員
及
び
臨
時
的
任

用
職
員

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
五
号

山
口
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
営
企
業
管
理
者

小

松

一

彦

山
口
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
年
山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
等
）

第
十
三
条

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び

休
暇
等
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
令
和
元
年
山
口
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
適
用

を
受
け
る
者
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚖

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
休
暇
の
請
求
の
手
続
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
六
号

山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
営
企
業
管
理
者

小

松

一

彦

山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
次
条
第
四
項
」
を
「
次
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
職
員
の
給
料
表
」
を
「
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員

（
以
下
単
に
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
給
料
表
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項

中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
山
口
県
条
例
第
十
一
号
）
の
適
用
を

受
け
る
職
員
（
以
下
「
一
般
部
局
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
報
酬
の
支
給
の
例
に
よ

る
。

第
二
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

⚔

職
員
の
う
ち
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
（
以
下
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
は
、
月
額
、
日
額
又
は
時
間
額
と
し
、
そ
の
額
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
給
料
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
山
口
県
公
営
企
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理

者
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
額
と
す
る
。

⚕

職
員
の
う
ち
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
給
料
月
額
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
以
外
の
職
員
の
給
料
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
管
理
者
が
定
め
る
額
と
す
る
。

第
三
条
中
「
、
特
定
任
期
付
職
員
の
例
に
よ
る
」
を
「
特
定
任
期
付
職
員
の
例
に
よ
り
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
夜
間
勤
務
手
当
、
宿
日

直
手
当
及
び
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
一
般
部
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
例
に
よ
る
」
に
改
め

る
。第

四
条
第
四
項
後
段
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
山
口
県
公
営
企
業
管
理
者
」
を
「
管

理
者
」
に
改
め
る
。

第
九
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
一
般
部
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の

例
に
よ
る
。

第
十
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
一
般
部
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の

例
に
よ
る
。

附

則

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

二

山 口 県 報令和２年３月31日 火曜日 （号 外−12）

三

山 口 県 報令和２年３月31日 火曜日 （号 外−12）



山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
七
号

山
口
県
企
業
局
職
員
等
旅
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
公
営
企
業
管
理
者

小

松

一

彦

山
口
県
企
業
局
職
員
等
旅
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
職
員
等
旅
費
規
程
（
昭
和
四
十
年
山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
旅
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費

用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
山
口
県
条
例
第
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
の
例

に
よ
る
。

附

則

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

四

山 口 県 報令和２年３月31日 火曜日 （号 外−12）


